水イボの話

・プール（特に温水プール）に多くいるウイルスによって起こるイボで、正式には伝染性軟属腫といいます。

・子供のうちは、毎年夏に繰り返し起こることが多く、プールの水だけでなく患者さんとの直接または間接の接触でもうつります。

・治療はピンセットでつまみとるのが確実ですが、痛みを伴いますので１～２週間毎に全身をチェックし、数の少ないうちに摘出するのが良いでしょう。
（家族の中で他に患者さんがいたら一緒に治療して下さい。）

・プールの後は、シャワーを浴びたり入浴したりして肌を清潔に保ち、見つけたら、なるべく早目にご来院下さい。
